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みどり

さわってごらん！　ふしぎなふしぎなまほうの木
き

クリスティ・マシソン／作
さく
　大
おお
友
とも
剛
たけし
／訳
やく
　ひさかたチャイルド

　はっぱも　はなもないいっぽんの木
き

。
この木

き
には、ふしぎ

な　ちからがあるん
だって。さあ、そっと
さわってごらん。なに
が　おきるかな？

キャベツくん
長
ちょう
新
しん
太
た
／文
ぶん
・絵

え
　文
ぶん
研
けん
出
しゅっ
版
ぱん

　おなかがすいた　ブタヤマさん。キャ
ベツくんを　たべようと
すると、キャベツくんが
いいました。「ぼくを　た
べると、キャベツになる
よ！」

えほん

はちうえはぼくにまかせて
ジーン・ジオン／さく　マーガレット・ブロイ・グレアム／え　もりひさし／やく　ペンギン社

しゃ

　トミーは　なつやすみに　どこへも　つれていって　もらえません。
そこで、りょこうするひとの　はちうえを　せわすることに　きめまし
た。トミーの　うちは　はちうえだらけ。おとうさんは　ぶつくさ　も
んくを　いいますが、トミーは　たのしくて　しかたありません。

仙
せん

 台
だい

 市
し

 図
と

 書
しょ

 館
かん

さらさら　きらきら
心
ここ

地
ち

良
よ

い風
かぜ

が
　　森

もり
の木

き
や葉

は
を

　　　　ゆらしています。

木
き
のうた

イエラ・マリ／さく　ほるぷ出
しゅっ
版
ぱん

　一
いっ

ぽんの木
き

のまわりには、いつもたくさんの命
いのち

がよりそっている。
ひなのさえずりは、きびしい寒

さむ
さをのりこえたごほうびのようだ。お

いしげった葉
は

が、ひなを守
まも

り、木
き

の実
み

や落
お

ち葉
ば

でさえも、リスたちの
命
いのち

を育
はぐく

んでいる。字
じ

のない絵
え

本
ほん

。おはなしは、あなたが考
かんが

えてください。
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みしのたくかにと
松
まつ
岡
おか
享
きょう
子
こ
／作
さく
　大
おお
社
こそ
玲
れい
子
こ
／絵

え
　こぐま社

しゃ

　おばさんは台
だい

所
どころ

で見
み

つけた　たねを、に
わにまき「あさがおかもしれない　すいか
かもしれない　とにかくたのしみ」という
札
ふだ

を立
た

て育
そだ

てていまし
た。そのまえを、馬

ば
車
しゃ

で
でかけることだけがた
のしみの王

おう
子
じ

様
さま

が通
とお

り
かかります。

おはなし

のはらクラブのこどもたち
たかどのほうこ／作

さく
　理

り
論
ろん
社
しゃ

　「のはらクラブ　のはらをあるきながら
花
はな

や草
くさ

のはなしをしましょう。あした、あ
さ 10 じにあつまってくだ
さい」のはらの　すきな
のはらおばさんが、ポス
ターを　つくりました。
つぎのひ、こどもたちが
あつまってきました。

わにのはいた
マーガリット・ドリアン／ぶんとえ

光
みつ
吉
よし
夏
なつ
弥
や
／やく　大

だい
日
にっ
本
ぽん
図
と
書
しょ

　どうぶつえんの　わにの　アリは、はが
いたくて　ねむれません。そこで　えん
ちょうさんは　アリを　は
いしゃさんに　いかせるこ
とにしました。でもじつは
アリは　はいしゃさんがこ
わくて　しかたがなかった
のです。

かえるのエルタ
中
なか
川
がわ
李
り
枝
え
子
こ
／さく　大

おお
村
むら
百
ゆ
合
り
子
こ
／え

福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　かんたは　おもちゃのかえるを　ひろい
ました。雨

あめ
の日

ひ
　かえるは　うれしそうに

うたいはじめたのです。雨
あめ

がやむと　みどりいろの
ふねが　あらわれて、ふた
りは「うたえ　みどりのし
ま」へ　むかいました。

もりのむこうになにがあるの？
ムーア／さく　フィアメンギ／え

じんぐうてるお／やく　偕
かい
成
せい
社
しゃ

　あらいぐまのリトル・ラクーンは　二
に

ひ
きのスカンクぼうやと　いっしょに　もり
のおわりまで　いってみ
ました。おかあさんのいっ
たとおり　わかいカシの
木
き

が　たっています。こ
のむこうが　きになって
…。

こぶたのレーズン
バーリント・アーグネシュ／さく

ブローディ・ベラ／え

うちかわかずみ／やく　偕
かい
成
せい
社
しゃ

　こびとのマノーは　みどりのこぶたの
レーズンと　くらすこと
になりました。レーズン
は　わがままで　あまえ
んぼう。でも　ふたりの
毎
まい

日
にち

は　ゆかいで　おか
しなことばかり。
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キロコちゃんとみどりのくつ
たかどのほうこ／作

さく
・絵

え
　あかね書

しょ
房
ぼう

　おどりの会ではくために、くつ屋さんを
まわって、お気にいりのみどりのくつをみ
つけたキロコちゃん。と
ころが、そのみどりのく
つをはくと、キロコちゃ
んのあしは、なぜか、かっ
てにうごきだしてしまっ
たのです。

ともだちは緑
みどり
のにおい

工
く
藤
どう
直
なお
子
こ
／作
さく
　長
ちょう
新
しん
太
た
／絵

え
　理

り
論
ろん
社
しゃ

　であいのはじまりは、太
たい

陽
よう

のよびかけ。
「いっしょに　あそぶもの　このゆびとまれ」
そのあいずをまず　うけ
とったのは川

かわ
。鳥

とり
は「この

ゆびとまれ」を　うたにし
た。目

め
をさました　緑

みどり
いろ

の地
ち

球
きゅう

のいきものは、とも
だち　みつけて　あそぶ。

のどか森
もり
の動
どう
物
ぶつ
会
かい
議
ぎ

ボイ・ロルンゼン／作
さく
　山
やま
口
ぐち
四
し
郎
ろう
／訳
やく

カールハインツ・グロース／絵
え
　童
どう
話
わ
館
かん
出
しゅっ
版
ぱん

　かわず村の男たちが、のどか森の木を
切って、百

ひゃく
万
まん

長
ちょう

者
じゃ

になろうという相
そう

談
だん

を
はじめました。それを知

し
っ

た森の小
こ

人
びと

「根っこのペー
ター」は、動物たちを集め
ると、じぶんたちのすみか
を守

まも
るために作

さく
戦
せん

会
かい

議
ぎ

を開
ひら

きました。

ドリトル先
せん
生
せい
と緑
みどり
のカナリア

ヒュー・ロフティング／作
さく
　井

い
伏
ぶせ
鱒
ます
二
じ
／訳
やく
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　「たくましい心をもって、未来にぶつかっ
ていこうと、わたしは心に思いました。」
緑のカナリア、ピピネラ
は、ドリトル先生に、自
分がしてきた冒険の話を
聞かせます。動物や鳥の
言葉がわかるドリトル先
生は、ピピネラの話を本
にすることにしました。

みどりのゆび
モーリス・ドリュオン／作

さく
　安
あん
東
どう
次
つぐ
男
お
／訳
やく
　岩
いわ
波
なみ
書
しょ
店
てん

　チトは、自分が「みどりのおやゆび」を
持
も

っていることに気
き

づきました。それは、
さわったところに花や木を生やせるふしぎ
な力をもつゆびでした。
　あるとき、おとうさんの
工
こう

場
じょう

で戦
せん

争
そう

の兵
へい

器
き

を作
つく

っ
ていると知

し
ったチトは、戦

せん

場
じょう

へ送
おく

られる荷
に

物
もつ

に、ゆび
をおしつけました。

種
たね
をまく人

ひと

ポール・フライシュマン／著
ちょ
　片
かた
岡
おか
しのぶ／訳

やく
　あすなろ書

しょ
房
ぼう

　アメリカのクリーヴランドの、貧
まず

しい
人々が住む一

いっ
角
かく

に、空き地がありました。
そこは、古タイヤや生ゴミなどが捨

す
てられ

ている、ゴミ溜
だ

めでした。
しかしある年の春、女の子
がマメを蒔

ま
いたことをきっ

かけに、空き地は人々がお
しゃべりを交

か
わす緑の畑へ

と変わったのです。

文
ぶんがく

学
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知
ちしき

識

びょうきからまもってくれるたべもの　げんきをつくる食
しょく
育
いく
えほん３

吉
よし
田
だ
隆
たか
子
こ
／作
さく
　せべまさゆき／絵

え
　金
きん
の星
ほし
社
しゃ

　みどりのなかまのたべものは、びょうきから　わたしたちをまもって
くれたり、げんきな　バナナうんちがでる　おてつだいをしてくれるよ。
さあ　みんなで　みどりのくにの　みどりのなかまにあいにいこう。

（幼
よう

児
じ

から）

学
がっ
校
こう
で育
そだ
てる緑

みどり
のカーテン大

だい
百
ひゃ
科
っか
１　グリーンパワーで節

せつ
電
でん

菊
きく
本
もと
るり子

こ
／監
かん
修
しゅう
　学
がっ
研
けん

　 緑
みどり

のカーテンとは、ゴーヤやヘチマなど、つる性
せい

の 植
しょく

物
ぶつ

を壁
かべ

や窓
まど

の
外
そと

側
がわ

にはったネットや棚
たな

にはわせてつくる　天
てん

然
ねん

のカーテンのことです。
「仙

せん
台
だい

市
し

立
りつ

七
しち

郷
ごう

小
しょう

学
がっ

校
こう

」の取
と

り組
く

みも 紹
しょう

介
かい

されています。
（ 小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から）

まるごとキャベツ　絵
え
図
ず
解
かい
やさい応

おう
援
えん
団
だん

八
はっ
田
た
尚
なお
子
こ
／文
ぶん
　野

の
村
むら
まり子

こ
／絵

え
　大
おお
竹
たけ
道
みち
茂
しげ
／監
かん
修
しゅう
　絵

え
本
ほん
塾
じゅく
出
しゅっ
版
ぱん

　サラダやとんかつのつけ合
あ

わせとして使
つか

われるキャベツ。どうして　
こんなに丸

まる
いの？　葉

は
っぱはどうやって巻

ま
くの？　キャベツはいったい

どこからきたの？　キャベツのふしぎがまるわかりの一
いっ

冊
さつ

。
（ 小
しょう

学
がっ

校
こう

中
ちゅう

学
がく

年
ねん

から）

棚
たな
田
だ
を歩
ある
けば

青
あお
柳
やぎ
健
けん
二
じ
／文
ぶん
・写
しゃ
真
しん
　福
ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

　山
やま

の斜
しゃ

面
めん

や、谷
たに

間
ま

に階
かい

段
だん

状
じょう

につくられた田
た

んぼのことを、棚
たな

田
だ

と　
いいます。それぞれの土

と
地
ち

や形
かたち

によって棚
たな

田
だ

の形
かたち

もいろいろです。
自
し

然
ぜん

と人
にん

間
げん

がいっしょになってつくりあげた芸
げい

術
じゅつ

作
さく

品
ひん

を美
うつく

しい写
しゃ

真
しん

で紹
しょう

介
かい

しています。　　　　　　　　　　　　（小
しょう

学
がっ

校
こう

中
ちゅう

学
がく

年
ねん

から）

仙
せんだい

台市
し み ん

民図
と し ょ

書館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

春
か す が

日町
まち

２−１　　　　　 ℡ ０２２−２６１−１５８５
広
ひろ

　瀬
せ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

青
あ お ば

葉区
く

下
しも

愛
あ や し

子字
あざ

観
かんのんどう

音堂５　　　 ℡ ０２２−３９２−８４２１
宮
みや

　城
ぎ

　野
の

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

五
ご

輪
りん

２− 12 − 70　　 ℡ ０２２−２５６−７３６１
榴
つつじがおか

岡　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

宮
み や ぎ の

城野区
く

榴
つつじがおか

岡 ４−１−８　　 ℡ ０２２−２９５−０８８０
若
わか

　林
ばやし

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

若
わかばやし

林区
く

南
みなみ

小
こいずみ

泉１−１−１　　 ℡ ０２２−２８２−１１７５
太
たい

　白
はく

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

太
たいはく

白区
く

長
ながまち

町５−３−２　　　 ℡ ０２２−３０４−２７４２
泉
いずみ

　図
と

　書
しょ

　館
かん

　　　　仙
せんだい

台市
し

泉
いずみ

区
く

泉
いずみ

中
ちゅうおう
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